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実装上の説明を含む場合があるので、社外に提供する場合は、公開したくない箇所は削除したり言い換えたりするなどしてください。実装上の説明と思われるものは青文字にしてあります。
■ FAILED to connect a WinUSB device. (2眼と共通)
処理工程：Connection (接続処理)
エラー内容：調整対象のタッチセンサーを検出したが、波形データ送出モードに切り替え後、WinUSBデバイスとして認識できなかった。
原因の候補：

・
そのタッチセンサー用のWinUSBドライバがインストールされていない。

・
インストールされているがプラグ&プレイの時間が長く時間切れ。（おそらく次回の接続処理で成功する）

■ FAILED to adjust offset values. (2眼と共通)
処理工程：Adjust Signal Level (レベル調整)
エラー内容：オフセット調整でエラーになった。
原因の候補：LED消灯しているにもかかわらず、信号のレベルが高く、オフセット調整値が想定外になる。
補足：従来、2眼では、FAILED to adjust offset and gain values. としていたが、ゲインは調整していないので、gain を削除した。
■ FAILED to adjust light lines. (2眼と共通)
処理工程：Adjust Signal Level (レベル調整)
エラー内容：光軸調整でエラーになった。
原因の候補：通信エラー。タッチセンサーで調整完了の状態にならない。

■ FAILED to adjust integration value at %CAM. (%CAM is "L" or "R" or “R Low” or “L Low”) (2眼と共通)
処理工程：Adjust Signal Level (レベル調整)

エラー内容：露光値（integration）の調整でエラーになった。

露光値が設定値IntegAdjustMaxに達しても、レベル調整対象（イメージの両端からそれぞれ15%より内側の範囲）において、以下の条件が満たない。


・最小レベルがmlvl * 1.5 を超えない。


・飽和率が設定値LevelFullRatioMinを超えない。

原因の候補：反射光のレベルが低い。
■ Failed to get data from the device in time. (4眼用)
処理工程：Adjust Scope (視野調整)

エラー内容：LED点灯制御中の受光データ（2Dイメージデータ）収集過程において、規定時間（現実装 約10秒）経過しても、1サイクルのデータを収集できなかった。
エラー内容（社外向け）：規定時間経過しても、データ収集が完了しなかった。

原因の候補：通信エラー。デバイス側と本ツール側の通信ロジックの不一致。
補足：「LED点灯制御」とは、ある1つのカメラから見た他のカメラの位置を計測するために、自己のLEDは消灯し、水平方向、垂直方向、対角方向のいずれかのカメラのLEDを点灯する制御である。そのときの受光データを解析することにより、他のカメラの画素位置や角度を検出する。first/last/peakSegの設定、各カメラの傾き補正（phi0補正）に利用している。
■ Level too low to detect the corners. (4眼用)
処理工程：Adjust Scope (視野調整)

エラー内容：LED点灯制御による全カメラの受光データを解析の結果、いずれかのカメラにおいて、他のカメラのLEDが点灯していると判断するに十分な光量が得られていなかった。
エラー内容（社外向け）：TBD

原因の候補：他のカメラのLEDを受光できていない。
補足：通常、レベル調整を行っていれば、各カメラのLEDは妥当な状態で点灯しているはずであり、このエラーが発生する場合、たとえば、他のLEDからの光を直に受光できないなどの状況が考えられる。
■ Too bright to detect the corners. (4眼用)
処理工程：Adjust Scope (視野調整)

エラー内容：LED点灯制御による全カメラの受光データを解析の結果、いずれかのカメラにおいて、光の幅（2D表示で見る場合の縦方向）が広すぎ、LEDによるものと判断するには疑わしかった。
エラー内容（社外向け）：TBD
原因の候補：外乱光の混入。板面反射異常。

■ Failed to detect the corner positions. (4眼用)

処理工程：Adjust Scope (視野調整)

エラー内容：LED点灯制御による全カメラの受光データを解析の結果、いずれかのカメラにおいて、他のカメラの位置を検出できなかった。
エラー内容（社外向け）：TBD

原因の候補：（受光と解析で先のエラーにならなければ検出できるので、実際には発生しないと思われる。）

■ Failed to compensate camera angle at %CAM. (%CAM is "L" or "R" or “R Low” or “L Low”) (4眼用)
処理工程：Adjust Scope (視野調整)

エラー内容：LED点灯制御による受光データの解析に基づき、各カメラの傾き（角度phi0）の補正を試みたところ、規定値（現実装 5度）以上の乖離があり、補正を止めた。
エラー内容（社外向け）：カメラの傾きを補正できない。
原因の候補：元々のレンズ補正値に誤りがある。カメラの組み合わせが誤っている。設定ファイルにより縦横比vertical_ratio の適切な値を与えていない。

■ FAILED to write to the flash. (2眼と共通)
処理工程：Write to Flash (フラッシュメモリーへの書き込み)

エラー内容：フラッシュ書き込みでエラーになった。

原因の候補：通信エラー。書き込み照合エラー。
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